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あらまし：グローバル化が進み，航空運賃の低価格化やゆるぎない日本食・文化の人気，日本にいても様々な

外国人が闊歩する時代になった．その中でも大部分は中国語スピーカーであることが多い．しかし，義務教育

で学ぶのは英語のみで，大学で学べる第二言語も選択しないで済む学部も少なくはない．そこで本研究では

AR を用いて，学習者を視覚的に理解し，楽しみながら継続できる文法の学習支援システムを提案する．内容

としては，AR マーカーをタブレット越しに見ると様々な 3Dモデルとそれに合った単語が表示され，マーカー

を正しい順番に並べるといったシステムである．また，そのシステムの有用性を検証するため，評価実験を行

い，考察を行う. 
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１．はじめに 

近年,アジア,中南米の発展とともに,インバウン

ド・企業の進出なども盛んにおこなわれている.日本

国中を闊歩する様々な外国人の中でも大部分を占め

るのは中国語スピーカーであり,成長を続ける中国

経済を考えても,今後も需要は高まり続けるだろう

(1).また,そういった言語学習において継続可能な自

主学習が必要不可欠で,特に暗記が多くなってしま

い単調でつまらない学習になってしまいがちである. 

そこで本研究では,中国語学習者が飽きることな

く継続して学習を行える,文法学習の支援システム

を提案する.システムには,より直感的で楽しみなが

ら学習できるよう,様々な分野で取り入れられてい

る AR マーカーを利用する.評価実験としては,15 名

の被験者に本システムを利用し,SUS(2)とアンケート

に回答してもらい,ユーザビリティも評価した. 

 

 

２．提案手法 

本システムは Unity で作成し,ウェブカメラと 4

つの AR マーカーを用いて使用する.作成した AR マ

ーカーとそれぞれの名称を以下に示す（図 1）.学習

内容は,中国語単語 12 語とそれを組み合わせて作る

中国語の文とする.システムは簡単な文を作成する

ための単語暗記モードと,学んだ単語を並び替え文

にする文法学習モードから構成される. 

 

2.1.単語暗記モード 

 単語暗記モードでは,マーカー1 を原点とし,その

下部に表示されるエリアに,様々な 3D オブジェクト

や文字が表示されたマーカー2～4 をかざしていく

ことで,対応した文字が上部に表示される。その横に

表示されている Part1~5 のトグルを選択することで,

対応した 3D オブジェクトや文字が変化する.またそ

の下の Answer のトグルを切り替えることで,和訳の

オンオフが可能である（図 2）. 

マーカー1 

マーカー3 

マーカー2 

マーカー4 

図 1 使用した AR マーカー 
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2.2.文法学習モード 

文法学習モードでは,学習した単語が 2~4 のマー

カーに表示され,学習者はそれらの単語を並び替え,

正しい文を作る.正解すると,和訳が上部に表示され

るとともに,下部に次へ進むボタンが表示される（図

3,4）. 

 

 

 

以上の流れを繰り返し,5 問解き終えるとかかっ

た時間が表示される.システム遷移図としては以下

の通りである（図 5）. 

 

３．評価実験 

 評価実験では中国語学習の未経験の大学生 15 名

を被験者とし,本システムを使用し学習してもらう. 

その後,SUS と本システムに関するアンケートを

行い,ユーザビリティ性と有用性をメインに評価し,

自由記述アンケートの回答に着目,考察する予定で

ある. 

 

４．まとめ 

 本研究では,AR マーカーを用いた中国語文法学習

支援システムを提案・構築した.評価実験で得た SUS

の得点やアンケートをもとに暗記効率・文法理解の

向上に向けて改善点を挙げ,より効率的かつ継続的

な学習を支援できるシステムを再構築していく必要が

ある. 
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図 2 単語暗記モード 

図 3 文法学習モード１ 

図 4 文法学習モード 2 

図 5 システム遷移図 
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